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研究成果の概要（和文）： 

ソロモン諸島の地震・津波被災地において、社会経済状態や被害状況の異なる村落で、健
康調査を行った。都市部の避難地では、都市生活による生活習慣病と、人口過密や衛生状
態悪化によると思われる感染症がみられた。遠隔地では、感染症や低栄養状態のリスクが
見られた。健康状態が比較的良い村落は、リーダーシップの下でコミュニティが協力して
おり、復興も早いという共通点が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Health checkups were performed in the earthquake/tsunami devastated villages in the 
Solomon Islands; villages were selected on the basis of the types of damages and 
socioeconomic conditions. Both risks of non-communicable diseases and infectious and 
nutritional diseases were more observed in an urban village where several villagers 
took refugee in clouded campsites. In a remote village, risks of infectious and 
nutritional conditions were found. In contrast, health problems seemed to be 
minimized in villages where villagers would cooperate from one to another under 
strong leaderships. 
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１．研究開始当初の背景 

 

東南アジアからメラネシアにかけては、生
業社会（漁撈、農耕など自給経済に大きく依
存している社会）の多い地域で、地震・津波
が近年多発している。それに対しては、国際

的な緊急援助とその後の復興支援が行われ
てきている。その一例に、平成 19 年 4 月に
M8.1 のギゾ沖地震と津波をうけたソロモン
諸島西部地域（死者 52 名・被災人口 24,059）
がある。（同地域では、平成 22 年 1 月にも、
M6～７クラスのレンドヴァ島沖地震が発生
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した）。 

ソロモン諸島では近代化の進展にともな
い、1960～80 年の間頃から、主な健康問題
が、マラリアなどの感染症や低栄養状態から、
肥満や糖尿病などの生活習慣病へと変わり
つつある。近年続発した地震・津波という大
きな災害は、漁撈農耕という生業基盤を破壊
した一方で、援助や復興活動により近代化が
進んだ可能性があり、健康への影響も多角的
に評価する必要がある。 

 

２．研究の目的 

 

 自然災害によって変化した自然環境、避難
による新しい生活環境、さらには援助や復興
支援という形での物質的・経済的な流入に対
して、人々がいかにして適応していくかを、
フィールドワークにもとづき明らかにする。
特に、災害に関わる変化が、感染症・低栄養
といった病と、糖尿病・肥満・高血圧といっ
た現代的な生活習慣病の疫学パターンに、ど
う関係しているかを検討する。 

 

３．研究の方法 

 
（１） 【平成２１年度】調査対象地：平成

１９年のギゾ沖地震・津波被災地 4
村を訪れた。津波により集落がほぼ
全壊した、都市近郊の TI村、同じく
全壊したが遠隔地にある TA村、遠隔
地にあり地盤崩落により集落が半壊
したが、復興が早かった M村、そし
て比較対象として、被害がほとんど
なかった O村であった。 

（２） 【平成２２年】調査対象地：前年度
の TI村をフォローアップし、新たに
Ｋ村を加え、さらにその年の初旬に
発生したレンドヴァ島沖地震・津波
で集落の一部が流されたBA村を対象
とした。 

（３） 【健康指標】感染症・低栄養状態：
マラリア感染、成人の低栄養状態
（BMI＜18.5kg/m2）、小児の発育状態
（HAZ、WAZ）、C反応性淡白（CRP）を
計測した。 

（４） 【健康指標】生活習慣病：過体重（BMI
≧25）、肥満（BMI≧30）、糖尿病（HbA1c
≧6.5%）、高血圧（SBP≧140mmHgもし
くは DBP≧90）を計測した。 

（５） 【生活パターン】食習慣や、生活状
況について、聞き取り・質問票調査
を行った。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４．研究成果 
平成２１年度調査からは、次の発見があった。 
（１） マラリア陽性者（614 人中 Pv 陽性 1

人）、成人の低栄養（BMI＜18.5kg/m2）
（1.5％）はほとんどみられなかった。
しかし、5 歳未満小児の感染・炎症
（CRP≧1.0mg/dL）は、津波で集落が
全壊した遠隔地シンボ島の TA
（28.6%）と、同じく全壊したが都市
近郊部のギゾ島 TI（18.4%）に多かっ
た。 

（２） 成人の糖尿病（HbA1c≧6.5%）は、TI
で 8.9％いたが、他の村ではほとんど
みられなかった（0-1.7％）。高血圧
（SBP≧140mmHg もしくは DBP≧90）
は、地盤崩壊により集落が半壊した
ラノンガ島 M に多かった（45.8％）。
肥満（BMI≧25）は TI（62.5％）と M
（51.7％）に多かった。 

（３） 直接の被害を受けなかったニュージ
ョージア島 O では、傑出した指標値
はなかった。 

（４） 購入食品への依存は TIで高かったが、
TI だけでなく M の住民も農耕や漁撈
からの生産に、不満が多く聞かれた。 

（５） これらのことから、生活基盤の破壊
を、都市での労働・食品購入で代替
している TIは、感染症と生活習慣病
両方のリスクが、高いと考えられた。
また、過度な近代化を引き起こさな
い復興が望まれるが、TIや TAにはイ
ンフラ設備も必要だと考えらる。 

（６） こ れ ら の 成 果 は 、 New Zealand 
Medical Journalに掲載された。この
内容については Radio New Zealand
から取材を受け、共同研究者である
ソロモン諸島保健省研究員が応対し
た。 

 
平成２２年度調査からは、次の発見があった。 
（１） この年初旬（平成２２年 1 月）の地

震・津波で被災した BA村は、ほかの
村に比べて、成人（4.4%）と子供の



 

 

低栄養状態（HAZ<-2：35.9%）が、や
や多い傾向があった。感染症や生活
習慣病については、突出した健康指
標はなかった。 

（２） ギゾ沖地震被災地では、前年度に引
き続き TI村を調査したが、各指標の
値は変化せず、問題が継続していた。
新たに調査した農村の K 村では突出
した指標はなかった。 

（３） これらの結果から、災害以外の環境
的影響（都市化や自然環境）も無視
できないが、援助物資などが届きに
くい遠隔地域では、感染症や低栄養
が多く見られたといえる。 

（４） 都市部の避難地では、都市生活によ
る生活習慣病と、人口過密や衛生状
態悪化によると思われる感染症がみ
られた。 

（５） 前年度の結果とも総合して、健康状
態が比較的良い村落は、コミュニテ
ィの指導者が積極的に外部との交渉
や、インフラ復旧のリーダーシップ
をとっており、復興も早いという共
通点があった。 
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